
市
の
独
自
補
助

第
３
子
無
料
な
ど

高
崎
市
の
学
童
保
育
は
、

公
設
民
営
（
一
部
公
営
あ
り
）

で
地
域
運
営
委
員
会
委
託
方

式
に
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
数
は
支
援
の
単

位
で
１
０
１
（
今
年
5
月
現

在
）
あ
り
、
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

合
併
に
よ
り
地
域
も
広
が

り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
、
高

崎
市
内
で
も
児
童
数
の
多
い

と
こ
ろ
、
反
対
に
児
童
数
が

減
少
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
、

大
規
模
の
課
題
だ
け
で
な
く

小
規
模
で
の
課
題
も
あ
り
ま

す
。高

崎
市
は
、
中
核
市
に
な
っ

た
関
係
で
運
営
委
託
料
に
つ

い
て
は
、
国
の
基
準
と
「
高

崎
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運

営
指
針
」
に
基
づ
い
て
、
高

崎
市
独
自
の
算
出
方
法
で
運

営
委
託
料
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。基

準
額
に
加
え
て
、
高
崎

市
子
育
て
支
援
事
業
計
画
で

第
3
子
以
降
保
育
料
無
料
化

の
実
施
（
お
や
つ
代
は
対
象

外
等
条
件
あ
り
）
や
、
ひ
と

り
親
家
庭
へ
の
保
育
料
補
助

（
対
象
児
童
×
年
間
１
万
２

千
円
）
、
衛
生
・
安
全
対
策

と
し
て
支
援
員
の
健
康
診
断

受
診
費
用
の
一
部
補
助
（
職

員
数
４
５
０
０
円
）
な
ど
、

毎
年
、
市
で
予
算
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

処
遇
改
善
予
算
化
、

し
か
し
厳
し
い
運
営

処
遇
改
善
事
業
や
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
も

実
施
さ
れ
て
、
今
年
度
か
ら

は
「
育
成
支
援
体
制
強
化
事

業
」
も
予
算
化
さ
れ
、
高
崎

市
で
決
め
ら
れ
た
上
限
は
1

ク
ラ
ブ
20
万
と
低
い
も
の
の

会
計
士
や
労
務
士
へ
の
外
部

委
託
費
の
補
助
は
大
変
あ
り

が
た
く
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
厳
し
い
運
営
や

支
援
員
の
雇
用
・
身
分
保
障

等
は
ま
だ
ま
だ
不
安
定
な
部

分
も
多
く
、
離
職
す
る
支
援

員
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

高
崎
市
と
し
て
も
、
市
広

報
誌
に
学
童
ク
ラ
ブ
の
求
人

募
集
を
掲
載
す
る
協
力
も
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

支
援
員
不
足
は
高
崎
の
学
童

ク
ラ
ブ
で
も
大
き
な
課
題
で

す
。

慰
労
金

要
望
す
る
が
通
ら
ず

高
崎
市
に
対
す
る
意
見
・

要
望
等
は
、
市
連
協
や
指
導

員
会
で
ま
と
め
て
伝
え
て
い

く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

指
導
員
会
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
活
動
が

止
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
学
び
を
止
め
な
い
」
よ
う

に
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

会
議
や
研
修
を
再
開
、
続
け

て
い
ま
す
。

行
事
な
ど
も
、
こ
れ
ま
で

通
り
に
は
で
き
な
い
ま
で
も
、

ど
う
い
っ
た
事
な
ら
で
き
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
や
り
方

な
ら
可
能
な
の
か
等
、
各
ク

ラ
ブ
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
で
、
感
染
予
防
対
策
費
を

要
望
し
て
い
ま
す
が
お
金
で

は
な
く
物
品
で
と
の
高
崎
市

の
考
え
方
で
、
マ
ス
ク
や
消

毒
液
が
不
定
期
で
は
あ
り
ま

す
が
高
崎
市
か
ら
各
ク
ラ
ブ

へ
支
給
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
従
事
者
に
対

す
る
慰
労
金
交
付
が
群
馬
県

内
で
も
市
町
村
に
よ
っ
て
出

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

高
崎
市
で
も
慰
労
金
交
付
の

検
討
を
要
望
し
ま
し
た
が
、

実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
」

を
含
め
た
「
新
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
に
お
い
て
も

働
き
が
け
が
必
要
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
伴
う
学
童
ク

ラ
ブ
閉
所
の
判
断
や
コ
ロ
ナ

禍
で
の
運
営
や
保
育
を
行
う

う
え
で
は
、
高
崎
市
担
当
課

と
も
よ
り
連
携
を
図
り
、
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
を
続
け

る
中
で
も
、
学
童
保
育
の
役

割
を
果
た
し
、
保
育
内
容
を

振
り
返
り
、
子
ど
も
の
成
長

発
達
を
大
事
に
し
た
活
動
が

保
障
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
群
馬
・
高
崎

第
２
八
幡
学
童
ク
ラ
ブ新

津
）

＝私たちの活動 ４つの柱＝

＊制度化と指導員の身分保障

＊専門性と仕事の確立

＊父母と共に学童保育運動の発展

＊全国の指導員との団結と連帯

建交労全国学童保育部会

ニュース学童保育
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全日本建設交運一般労働組合

全国学童保育部会 発行
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「わたしたちが求める学童保育所
の最低基準」、今秋発刊予定

今月の部会総会で「わたしたちが求める

学童保育所の最低基準」の内容を確認し、

各地で広く普及していきます。


